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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１５】
　当業者であれば、前述の説明及び実施例は本発明の例示であるが、特許請求の範囲によ
る示される本発明の全体かつ真の広い範囲を必ずしも限定しないことを意図していること
を認識するであろう。
　［本発明の態様］
　１．（ａ）ジフルオロメタン（Ｒ－３２）を含む第一の成分；
　（ｂ）多フッ素化されたＣ２～Ｃ５のオレフィンから選択される第二の成分；及び
　（ｃ）場合により、フッ素化されたＣ２～Ｃ３のアルカン、ＣＦ３Ｉ、及びこれらの組
合せから選択される少なくとも１種の第三の成分；
を含む熱伝達組成物。
　２．前記第二の成分が、少なくとも１種の四フッ素化又は五フッ素化されたＣ３～Ｃ５
のオレフィンを含む、１記載の熱伝達組成物。
　３．前記第二の成分が、－ＣＦ３末端基とフッ素置換基が１つ以下である不飽和末端炭
素とを有する、少なくとも１種の四フッ素化又は五フッ素化されたＣ３～Ｃ５のオレフィ
ンを含む、１記載の熱伝達組成物。
　４．前記第二の成分に含まれる、－ＣＦ３末端基とフッ素置換基が１つ以下である不飽
和末端炭素とを有する、少なくとも１種の四フッ素化又は五フッ素化されたＣ３～Ｃ５の
前記オレフィンが、１，１，１，３－テトラフルオロプロペン（ＨＦＯ－１２３４ｚｅ）
を含む、３記載の熱伝達組成物。
　５．－ＣＦ３末端基とフッ素置換基が１つ以下である不飽和末端炭素とを有する、少な
くとも１種の四フッ素化又は五フッ素化されたＣ３～Ｃ５の前記オレフィンが、トランス
－１，１，１，３－テトラフルオロプロペン（トランスＨＦＯ－１２３４ｚｅ）を含む、
４記載の熱伝達組成物。
　６．前記組成物が、それぞれ該組成物中のトランスＨＦＯ－１２３４ｚｅ及びＨＦＣ－
３２の全重量に対して測定して、約３～約９８重量％のＨＦＣ－３２と約２～約９７重量
％のトランスＨＦＯ－１２３４ｚｅとを含む、５記載の熱伝達組成物。
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　７．前記組成物が、それぞれ該組成物中のトランスＨＦＯ－１２３４ｚｅ及びＨＦＣ－
３２の全重量に対して測定して、約４５～約５５重量％のＨＦＣ－３２と約４５～約５５
重量％のトランスＨＦＯ－１２３４ｚｅとを含む、５記載の熱伝達組成物。
　８．前記組成物が、それぞれ該組成物中のトランスＨＦＯ－１２３４ｚｅ及びＨＦＣ－
３２の全重量に対して測定して、約７０～約９５重量％のＨＦＣ－３２と約５～約３０重
量％のトランスＨＦＯ－１２３４ｚｅとを含む、５記載の熱伝達組成物。
　９．前記組成物が、それぞれ該組成物中のトランスＨＦＯ－１２３４ｚｅ及びＨＦＣ－
３２の全重量に対して測定して、約３～約２０重量％のＨＦＣ－３２と約８０～約９７重
量％のトランスＨＦＯ－１２３４ｚｅとを含む、５記載の熱伝達組成物。
　１０．前記第二の成分に含まれる、－ＣＦ３末端基とフッ素置換基が１つ以下である不
飽和末端炭素とを有する、少なくとも１種の四フッ素化又は五フッ素化されたＣ３～Ｃ５
のオレフィンが、１，１，１，２－テトラフルオロプロペン（ＨＦＯ－１２３４ｙｆ）を
含む、３記載の組成物。
　１１．前記組成物が、それぞれ該組成物中のＨＦＯ－１２３４ｙｆ及びＨＦＣ－３２の
全重量に対して測定して、約１０～約９０重量％のＨＦＣ－３２と約１０～約９０重量％
のＨＦＯ－１２３４ｙｆとを含む、１０記載の熱伝達組成物。
　１２．前記組成物が、それぞれ該組成物中のＨＦＯ－１２３４ｙｆ及びＨＦＣ－３２の
全重量に対して測定して、約２０～約４０重量％のＨＦＣ－３２と約６０～約８０重量％
のＨＦＯ－１２３４ｙｆとを含む、１１記載の熱伝達組成物。
　１３．前記組成物が、それぞれ該組成物中のＨＦＯ－１２３４ｙｆ及びＨＦＣ－３２の
全重量に対して測定して、約７０～約９０重量％のＨＦＣ－３２と約１０～約３０重量％
のＨＦＯ－１２３４ｙｆとを含む、１１記載の熱伝達組成物。
　１４．前記組成物が、それぞれ該組成物中のＨＦＯ－１２３４ｙｆ及びＨＦＣ－３２の
全重量に対して測定して、約３重量％未満のＨＦＣ－３２と約９５～約９９．５重量％の
ＨＦＯ－１２３４ｙｆとを含む、１１記載の熱伝達組成物。
　１５．前記第三の成分が存在し、フッ素化されたエタン、フッ素化されたアルケン、及
びこれらのうち２種又はそれより多い種の組合せからなる群から選択される、１１記載の
熱伝達組成物。
　１６．前記第一の成分、前記第二の成分、及び、存在する場合は前記第三の成分が、Ｒ
－２２、Ｒ－４０４Ａ、Ｒ－４０７Ｃ、Ｒ－４１０Ａ、又はＲ－５０７のうち少なくとも
１種、及びこれらの２種又はそれより多い種の組合せの低温用途における容量（能力）よ
り実質的に低くない容量（能力）をもつ熱伝達組成物を提供するのに有効な量で存在する
、１１記載の方法。
　１７．前記第一の成分、前記第二の成分、及び、存在する場合は前記第三の成分が、Ｒ
－２２、Ｒ－１３４ａ、Ｒ－４０４Ａ、Ｒ－４０７Ｃ、Ｒ－４１０Ａ、又はＲ－５０７の
うち少なくとも１種、及びこれらの２種又はそれより多い種の組合せの中温用途における
容量（能力）より実質的に低くない容量（能力）をもつ熱伝達組成物を提供するのに有効
な量で存在する、１記載の熱伝達組成物。
　１８．流体又は物質に、あるいは流体又は物質から、熱を伝達する方法であって、１記
載の組成物において相変化を引き起こし、前記相変化の間に前記流体又は物質と熱を交換
することを含む、前記方法。
　１９．１記載の組成物を含む冷凍系であって、自動車用空調系、住宅用空調系、商業用
空調系、住宅用冷却系、住宅用冷凍系、商業用冷却系、商業用冷凍系、チラー空調系、チ
ラー冷却系、ヒートポンプ系、及びこれらのうち２種又はそれより多い種の組合せからな
る群から選択される前記系。
　２０．現行の熱伝達系において使用するための組成物を選択する方法であって、
　ａ）該現行の熱伝達系において使用される流体の容量（能力）の概算を可能とするのに
充分なやり方で該現行の熱伝達系を分析し；
　ｂ）２種又はそれより多い種の熱伝達組成物であって、
　　（ｉ）ジフルオロメタン（ＨＦＣ－３２）を含む第一の成分；
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　　（ｉｉ）多フッ素化されたＣ２～Ｃ５のオレフィンからなる群から選択される第二の
成分；及び
　　（ｉｉｉ）場合により、フッ素化されたＣ２～Ｃ３のアルカン、ＣＦ３Ｉ、及びこれ
らの組合せからなる群から選択される少なくとも１種の第三の成分；
を含む前記熱伝達組成物の容量（能力）を概算し；そして、
　ｃ）前記現行の熱伝達系において使用するための前記２種又はそれより多い種の熱伝達
組成物のうち少なくとも１種を選択すること；
を含む前記方法。
　２１．（ａ）少なくとも１種の式Ｉ：
【化１】

（式中、各々のＲは、独立して、Ｃｌ、Ｆ、Ｂｒ、Ｉ、又はＨであり、Ｒ’は（ＣＲ２）

ｎＹであり、ＹはＣＲＦ２であり、ｎは０又は１である）
のフルオロアルケン；及び
　（ｂ）ジフルオロメタン（ＨＦＣ－３２）
を含む、熱伝達組成物。
　２２．約１０００以下の地球温暖化係数を有する、２１記載の熱伝達組成物。
　２３．前記少なくとも１種のフルオロアルケンが、少なくとも１種のテトラフルオロプ
ロペン（ＨＦＯ－１２３４）を含む、２１記載の熱伝達組成物。
　２４．２１記載の熱伝達組成物を含む熱伝達流体であって、前記組成物が、少なくとも
７０重量％の式Ｉにしたがった化合物と少なくとも約５重量％のＨＦＣ－３２とを含む前
記流体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）ジフルオロメタン（Ｒ－３２）を含む第一の成分；
　（ｂ）多フッ素化されたＣ２～Ｃ５のオレフィンから選択される第二の成分；及び
　（ｃ）場合により、フッ素化されたＣ２～Ｃ３のアルカン、ＣＦ３Ｉ、及びこれらの組
合せから選択される少なくとも１種の第三の成分；
を含む熱伝達組成物。
【請求項２】
　前記第二の成分が、少なくとも１種の四フッ素化又は五フッ素化されたＣ３～Ｃ５のオ
レフィンを含む、請求項１記載の熱伝達組成物。
【請求項３】
　前記第二の成分が、－ＣＦ３末端基とフッ素置換基が１つ以下である不飽和末端炭素と
を有する、少なくとも１種の四フッ素化又は五フッ素化されたＣ３～Ｃ５のオレフィンを
含む、請求項１記載の熱伝達組成物。
【請求項４】
　前記第二の成分に含まれる、－ＣＦ３末端基とフッ素置換基が１つ以下である不飽和末
端炭素とを有する、少なくとも１種の四フッ素化又は五フッ素化されたＣ３～Ｃ５の前記
オレフィンが、１，１，１，３－テトラフルオロプロペン（ＨＦＯ－１２３４ｚｅ）を含
む、請求項３記載の熱伝達組成物。
【請求項５】
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　－ＣＦ３末端基とフッ素置換基が１つ以下である不飽和末端炭素とを有する、少なくと
も１種の四フッ素化又は五フッ素化されたＣ３～Ｃ５の前記オレフィンが、トランス－１
，１，１，３－テトラフルオロプロペン（トランスＨＦＯ－１２３４ｚｅ）を含む、請求
項４記載の熱伝達組成物。
【請求項６】
　前記組成物が、それぞれ該組成物中のトランスＨＦＯ－１２３４ｚｅ及びＨＦＣ－３２
の全重量に対して測定して、約３～約９８重量％のＨＦＣ－３２と約２～約９７重量％の
トランスＨＦＯ－１２３４ｚｅとを含む、請求項５記載の熱伝達組成物。
【請求項７】
　前記組成物が、それぞれ該組成物中のトランスＨＦＯ－１２３４ｚｅ及びＨＦＣ－３２
の全重量に対して測定して、約４５～約５５重量％のＨＦＣ－３２と約４５～約５５重量
％のトランスＨＦＯ－１２３４ｚｅとを含む、請求項５記載の熱伝達組成物。
【請求項８】
　前記組成物が、それぞれ該組成物中のトランスＨＦＯ－１２３４ｚｅ及びＨＦＣ－３２
の全重量に対して測定して、約７０～約９５重量％のＨＦＣ－３２と約５～約３０重量％
のトランスＨＦＯ－１２３４ｚｅとを含む、請求項５記載の熱伝達組成物。
【請求項９】
　前記組成物が、それぞれ該組成物中のトランスＨＦＯ－１２３４ｚｅ及びＨＦＣ－３２
の全重量に対して測定して、約３～約２０重量％のＨＦＣ－３２と約８０～約９７重量％
のトランスＨＦＯ－１２３４ｚｅとを含む、請求項５記載の熱伝達組成物。
【請求項１０】
　前記第二の成分に含まれる、－ＣＦ３末端基とフッ素置換基が１つ以下である不飽和末
端炭素とを有する、少なくとも１種の四フッ素化又は五フッ素化されたＣ３～Ｃ５のオレ
フィンが、１，１，１，２－テトラフルオロプロペン（ＨＦＯ－１２３４ｙｆ）を含む、
請求項３記載の組成物。
【請求項１１】
　前記組成物が、それぞれ該組成物中のＨＦＯ－１２３４ｙｆ及びＨＦＣ－３２の全重量
に対して測定して、約１０～約９０重量％のＨＦＣ－３２と約１０～約９０重量％のＨＦ
Ｏ－１２３４ｙｆとを含む、請求項１０記載の熱伝達組成物。
【請求項１２】
　前記組成物が、それぞれ該組成物中のＨＦＯ－１２３４ｙｆ及びＨＦＣ－３２の全重量
に対して測定して、約２０～約４０重量％のＨＦＣ－３２と約６０～約８０重量％のＨＦ
Ｏ－１２３４ｙｆとを含む、請求項１１記載の熱伝達組成物。
【請求項１３】
　前記組成物が、それぞれ該組成物中のＨＦＯ－１２３４ｙｆ及びＨＦＣ－３２の全重量
に対して測定して、約７０～約９０重量％のＨＦＣ－３２と約１０～約３０重量％のＨＦ
Ｏ－１２３４ｙｆとを含む、請求項１１記載の熱伝達組成物。
【請求項１４】
　前記組成物が、それぞれ該組成物中のＨＦＯ－１２３４ｙｆ及びＨＦＣ－３２の全重量
に対して測定して、約３重量％未満のＨＦＣ－３２と約９５～約９９．５重量％のＨＦＯ
－１２３４ｙｆとを含む、請求項１１記載の熱伝達組成物。
【請求項１５】
　前記第三の成分が存在し、フッ素化されたエタン、フッ素化されたアルケン、及びこれ
らのうち２種又はそれより多い種の組合せからなる群から選択される、請求項１１記載の
熱伝達組成物。
【請求項１６】
　前記第一の成分、前記第二の成分、及び、存在する場合は前記第三の成分が、Ｒ－２２
、Ｒ－４０４Ａ、Ｒ－４０７Ｃ、Ｒ－４１０Ａ、又はＲ－５０７のうち少なくとも１種、
及びこれらの２種又はそれより多い種の組合せの低温用途における容量（能力）より実質
的に低くない容量（能力）をもつ熱伝達組成物を提供するのに有効な量で存在する、請求
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項１１記載の方法。
【請求項１７】
　前記第一の成分、前記第二の成分、及び、存在する場合は前記第三の成分が、Ｒ－２２
、Ｒ－１３４ａ、Ｒ－４０４Ａ、Ｒ－４０７Ｃ、Ｒ－４１０Ａ、又はＲ－５０７のうち少
なくとも１種、及びこれらの２種又はそれより多い種の組合せの中温用途における容量（
能力）より実質的に低くない容量（能力）をもつ熱伝達組成物を提供するのに有効な量で
存在する、請求項１記載の熱伝達組成物。
【請求項１８】
　流体又は物質に、あるいは流体又は物質から、熱を伝達する方法であって、請求項１記
載の組成物において相変化を引き起こし、前記相変化の間に前記流体又は物質と熱を交換
することを含む、前記方法。
【請求項１９】
　請求項１記載の組成物を含む冷凍系であって、自動車用空調系、住宅用空調系、商業用
空調系、住宅用冷却系、住宅用冷凍系、商業用冷却系、商業用冷凍系、チラー空調系、チ
ラー冷却系、ヒートポンプ系、及びこれらのうち２種又はそれより多い種の組合せからな
る群から選択される前記系。
【請求項２０】
　現行の熱伝達系において使用するための組成物を選択する方法であって、
　ａ）該現行の熱伝達系において使用される流体の容量（能力）の概算を可能とするのに
充分なやり方で該現行の熱伝達系を分析し；
　ｂ）２種又はそれより多い種の熱伝達組成物であって、
　　（ｉ）ジフルオロメタン（ＨＦＣ－３２）を含む第一の成分；
　　（ｉｉ）多フッ素化されたＣ２～Ｃ５のオレフィンからなる群から選択される第二の
成分；及び
　　（ｉｉｉ）場合により、フッ素化されたＣ２～Ｃ３のアルカン、ＣＦ３Ｉ、及びこれ
らの組合せからなる群から選択される少なくとも１種の第三の成分；
を含む前記熱伝達組成物の容量（能力）を概算し；そして、
　ｃ）前記現行の熱伝達系において使用するための前記２種又はそれより多い種の熱伝達
組成物のうち少なくとも１種を選択すること；
を含む前記方法。
【請求項２１】
　（ａ）少なくとも１種の式Ｉ：
【化１】

（式中、各々のＲは、独立して、Ｃｌ、Ｆ、Ｂｒ、Ｉ、又はＨであり、Ｒ’は（ＣＲ２）

ｎＹであり、ＹはＣＲＦ２であり、ｎは０又は１である）
のフルオロアルケン；及び
　（ｂ）ジフルオロメタン（ＨＦＣ－３２）
を含む、熱伝達組成物。
【請求項２２】
　約１０００以下の地球温暖化係数を有する、請求項２１記載の熱伝達組成物。
【請求項２３】
　前記少なくとも１種のフルオロアルケンが、少なくとも１種のテトラフルオロプロペン
（ＨＦＯ－１２３４）を含む、請求項２１記載の熱伝達組成物。
【請求項２４】
　請求項２１記載の熱伝達組成物を含む熱伝達流体であって、前記組成物が、少なくとも
７０重量％の式Ｉにしたがった化合物と少なくとも約５重量％のＨＦＣ－３２とを含む前
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記流体。
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